
【班回覧】

３・ 町

今な ら間に合いま す！

け診の二次よムのお知らせ

すでに予約がｊｌ まっ てい る会柏力ｆあ る場合があり ます。ご了承 くだ さい。
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大九改善センター

菱Ｅ日改善セ ンター

４セ ンター

健セ ンター

保健センター

持留改善セン ター

■；方改善セ ンター

中沖ｊｔ！ｌｇＱＲ館

促健センター

健セ ンター

集回健診は完を予約制のため、 めず申ｉとみがめａです！
命１診Ｓ ・採尿さＳ・ 検１１さＳ等は、 健ｔ ｌａ間れｉに予めされた力の白 さに おき りし ます。

命｜ 年に ｜まの健ま（検診）が、生４１９１病やがんをの早期ｔ・にａｊｌ ちま す。

○申込み先○

大崎Ｉ：ｒａｊｌ　Ｓ健福祉Ｓ健康増ｉｔイ京ｎ，にＩ Ｒ健康Ｓ険・Ｓ

低話　Ｏ　 －４７　－｜ ｜｜｜

ＳＥＩｒＭＩ　：　４１１　１４ 日（火） ～４ ＪＩ１　４日 （１｀）
を受イす日参間　 ８： ３０～｜ ワ： １５ （土 日除 く）

ｒ‾‾ｒ－’ 〃” ’Ｆ －　 －　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’‾””’一一一心合せ先】　　大崎回］’；ＲＪｌ　ｇ健福祉課健康増ｔイ阜・ ｓｌ Ｒ健康ｓ険Ｊｉ
電話　４７６－ ｜｜ ｜Ｉ　 Ｆり線１ ３１ ～１ ３６

裏ｉ もご覧く ださい



＜　 定健診・ 長寿健診 ・若年健診・ ４種がん検診・一　ン

健診種別

特定健診

長寿健診

一般健診

若年健診

対　者

大崎ｌ］’ＩＲ健康１１険の４ ０～ ７４歳の■

７５ 歳ｊＭ上の方，６ ５歳ＩＸ上の後期高　者・療のカ

ｔ活保護き帯の方

大崎Ｉ］｀ＩＲ健康保険の３０～３ ９歳のさ

特定健診は、 社会｛ｉ険本人は１診でき ません。

特定健診は、 社会｛ｉ険の扶養家Ｓ１のさは受診でき ます。

ＩＳ券とマイ ナンバーカー ドま たは資４確Ｓｔがめ■です。

検診種ＳＵ

肺がん検診

Ｗがん検診

大腸がん検診

腹部超音波検診

前１．腺がん検診

骨祖鬆き検診

ｊｌ干炎 ウイ ルス

検診

検査Ｆ１９容

レン トゲン

バリ ウム遺影

検便検査

１１液検査

超音波

ｊ１液検査

料金

１０ ０Ｆ９

６５ 歳な上は無料

９０ ０ＰＥＩ

３０ ０Ｐヨ

１， ５　０　０Ｆ９

５０ ０Ｆ９

８０ ０ＰＥＩ

無料

健診肖容

身４針ｌｌ

採１１

検尿

心電回

問診

対　者

料金

無料

４０ 歳刄、上の方

ホＩ］’ａな らどなたでも受診‘ｉ‘能

ｆ炎ウイ ルス検診を

受診 した こと のな い方

（や加９ 年４　１１１　１　日現在で満４０歳にな るカ、

または４ １歳～９４歳までのさ）

【検診の料金が免除されます】

①！ｉｌｉき１１護き帯のヵ（Ｚ）市田］’村Ｒａｊド課ｊ６１き帯のヵ

検餘・前 日ま でに減免申請する どｒ肺がん検診（ レン トゲ ン） ・Ｗ がん検診・

大Ｓがん検診 ・子さ頸がん検診 ・乳がん検診Ｊが無料で１まできま す。

裏ｉ もご覧く ださい
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場　所

時　間

戛

２０２６．

半

○お 知｀

下記日程において献ぬバスが伺いま す。

あなたのき液を必要とする方がいま す。

皆さ まの あたたかいご協力お待ちし てお りま す。

崎町气場

せ

ｅ　　　　　　　　　　　　　ダ

猷ぬご協力いれ但吋れ方へ

’１１１ｚセント １１

（いＦの選択はできませ１、．）

し

ド

－

○ぬＥ・ 高脂ｈ症 ・痛風・ アレ ルギー薬、回腸薬などのお薬は

一部をほき献血ｉｌ能です。Ｓ・がある１合は、 ｉイサかこ１１をお申 しｉ ください。
※Ｅ師の総合的な判断でご遠慮いた だく 場合 もご ざい ます。

○猷包．ｗｅｂ会員サ ービズラ ブラ ッド”で

献ぬ予約 ・４ｉをＭＪＲの４常 一事前問診などがｉｌｌｒす。
ログイン二次元コ ードから→→　 お電話でも承 りま す。

鹿児 島県，赤 十字ぬ液セン ター

ｔｒ：：
ＪＩ　Ｉ．

：４ ；，ヨ４
ｊｌ．。ｓ　 ｒＳ．

：・ｉ’；；ｌｄ
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ｇ

ごり１

り

に

Ｗ
Ｗ

－

Ⅲ　こ

ｌｔ ：１ ７歳～６９歳

ｔ性 ：１ ８歳～６９歳

１８歳～６９歳
※ｔ性のぬ小板献ぬは５４歳まで

一
一
一

一
一

一
、ブ沁

４

ｌ女とも

５０ ｋ９以，上

ｌ性 ：４５ｋ９１Ｘ上
女性 ：４０ｋ９な上

ています。

必　 です。

１性：年３回

女性：年２回

年２４回
奈ｊｆｌ１小板献１１は２回分ど

して換算

を６ ５～ ６９歳の献１１は、６０～ ６４歳の 間に献が経験があ る方 にＦＲられま す。

ｉＥ降Ｅ剤や抗アレルギー薬など、 苞日Ｓｉ していても献ｊｉｎモｉｌａなお薬もあります。
ｇｈ管の状態等によっては献ｊ１できない場合があり ます。

献ｊｆｌ１予約

Ｑ

６ラ　ポ
ｊめ
｀ヽ廴Ｊ

ｌ犬１１会場では、予約の方を
ｌ先案肖しています。
３時間前なら ｉ日 予約も

ｇ能！

Ⅲ ｒｌ

事前問診回答

図
図

－

献１１会場で回答するタブ
レッ ト回診を献ｊｆｌ１受付前にス
マホで回答！

一

一

一

一

ＳＳ

ＳＳ

１１液検査の確認

゜．１．゜

ａ

［：：ＦＩ

Ｊ

ら

ハガキでお送りしていた検

査結果をラブラッドでご覧い
ただけますｏ

日本赤十字社　 鹿宍ｌａ９き十き・ｆｆｎ・セ ンター

ポイント獲得

献１１協力・ 予約などでラブ
ラッドポイントが加算されま
す。 ２０ポイントで献１１グッズ
おひ とつ と交換できま す。

令和７年３ＪＥＩ 改定



 実施期間：令和８年４月１日～６月30日

令和８年度農作業安全対策推進ポスター

徹底しよう！
農業機械の転倒・巻き込まれ対策と熱中症対策

鹿児島県・鹿児島県農業機械連絡協議会
鹿児島県農業機械士連絡協議会
鹿児島県農業環境協会航空事業部会

回覧 農林振興課からのお知らせ

裏面もありますのでご覧ください。



鹿児島県・鹿児島県農業機械連絡協議会
鹿児島県農業機械士連絡協議会
鹿児島県農業環境協会航空事業部会

 実施期間：令和８年４月１日～６月30日

回覧 農林振興課からのお知らせ







音 楽 ・ 学 問 ・ ａ 昧 　 一
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講
　
座
　
４５

楽
し
い
囲
碁

講
師

生
涯
学
習
講
座
一
覧
表

場
所

安
部
賢
二
中
央
Ｑ
Ｒ
館

開
講
日

初
回
６
／
１
３

第
２
・
４
±
１
日

２
季
節で
楽し
むぱ
１野
草
■
＃
ａ
ｌう＝
４］
央む
Ｅ
・
ぶ
Ｗ
４
ＥＩ

初
回
６
／
３

３
　
ス
マ
ホ
（
ｇ
心
者
）

４
　
ス
マ
ホ
（
応
ｍ
）

５
木
ｌｌ

開
始
　
口
準
備
す
る
物
，
必
Ｒ
経
費
等

時
間
　
○
講
師
か
ら
ひ
と
こ
と

１３
。　
０
親
・子
・孫
で
考
え
る
力
が
つ
く
囲
碁
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か，

．３
０
中
・上
級
者
の
方
，自
白ヨ
対
局
で
楽
しく
交
流
して
く
だ
さい
。

□
薄
い
手
袋
，
小
さ
な
洗
面
６
，
材
料
代
１
個
に
つ
き
８
０
０
～

１０
。　
　
１，
００
０
円

．０
０
　０
花
木（
花
物
，実
物）
とＬ
１』野
草
を
使
つ
た
苔
五
や
寄
せ
植
えで
，

季
節
を
感
じ
な
が
ら
ポ
さ
な
自
然
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ロ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
，ノ
ー
ト
，
筆
記
■
具

松
下
伸
一
　
中
央
む
Ｒ
館
　
毎
ｌ
！
水
１
日
　
１
４
：
０
０
　
０
ス
マ
ホ
で
人
ＩＥ
を
４
し
く
ａ
か
に
！
や
さ
ら
聞
け
な
い
ス
マ
ホ

松
下
伸
一
串
央
Ｑ
Ｅ
館

Ｘ
夏
季
は
中
断

初
回
６
／
４

毎
ｌ
！
木
曜
日

Ｘ
夏
季
は
ｑ＝
１
断

の
使
い
方
，
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ロ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
，ノ
ー
ト
，
筆
咽
１
具

１４
。　
　
０
Ｓ
ＮＳ
（Ｌ
ＩＮ
Ｅ，
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
）や
ＡＩ
，ス
マ
ホ
決
済
の１
４Ｊ
ｉ

．０
０
ぶ
ま
を
学
ん
で
日
常
・
活
を
より
楽
し
く
便
利
に
して
い
き
ま
し
よ

う
！

□
最
初
の
材
料
や
ｌｌ
Ｍ
フ］
は
こ
ち
ら
で
揃
え
ま
す
。
初
回
４，
７
０
０

仲
ｔ
美加
子
中
央む
Ｒ館
丿
回
ｊ４
晶
１
３：
３０
回家
で使
える
，お
ぼん
，銘
クｎ
，壁
掛け
等，
絵柄
はＲ
りそ
ろえ

て
あ
り
ま
す
。

６
　
大
崎
カ
ラ
オ
ケ
教
室
　
　
安
荘
ミ
イ
子
・
＝ｔ］
央
む
Ｒ
Ｓ

７
只
細
工

日ヨ
下
幸
な

村 善 一

農 改 夕

方 境 ッ

野 環 セ

８
售
昌
、た
い
わん

；ｌｉ
ｓ
イ申
彦
り

＝１央
む
Ｒ・

９
　
ハ
ワ
イ
ア
ン
ギ
ル
ド

１０
洋
裁
（初
級）

Ｘ
定
員
１
０
１

１１
洋
裁
（上
級）

ｘ
ｔ
ａ
１
０
１

村
岡
康
代

初
回
６
／
１
０

第
２
・
４
水
曜
日

初
回
６
／
１１

第
２
・
４
水
曜
日

（
初
回
除
く
）

□
特
に
な
し

１
３
：
３
０
　
０
１
は
心
の
４
］
を
Ｓ
散
し
て
，１
曲
ご
と
に
・
し
み
が
あ
り
，
Ｘ
Ｓ
に

し
て
く
れ
ま
す
。
仲
Ｍ
と
一
緒
に
楽
し
く
歌
い
ま
し
よ
う
。

１９
。　
　
□
材
料
代
１回
５０
０Ｐ
ヨ

．０
０
　０
自
分
だ
け
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
造
ろう
。

初
回
６／
２５

□
筆
記Ｆ
９
具
教
材
費１
，５
４０
Ｆヨ
（初
回
の
み）

１
９
：
０
０
　
０
ｑ

＝１国
語
と
は
ど
の
よ
う
な
言
語
な
の
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

第
４
木
曜
日
　
　
　
　
　
　
　

す。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い。

中央
ＱＲ
館
第
鶚
迄
日

行
騰
い
づ
み
中
央
む
民
館

行
騰
い
づ
み
ｑ

＝１
央
Ｑ
Ｒ
館

初
回
６
／
２

火
曜
日

（
ぞ
定
期
）

初
回
６
／
９

火
曜
日

（
ぞ
定
期
）

１２
楽し
いク
ラフ
トバ
ンド
Ｓ
Ｏ
Ｘ
ま
中央
ＱＲ
Ｓ
Ｊ
％
Ｊ

ＥＩ
初
回
６
／
７

１
３
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
　
　
　
益
は
ｊ
尚
子
中
央
む
Ｅ
Ｓ
　
　
日
ぼ
日

Ｄ
Ｆ
定
期
）

１４
ギタ
‾
　
　
　
　
奪
井
堝．
宏
中
央む
Ｒｓ
第
覽
ａ
日

１
５
日
本
舞
戛
綾
木
流

１
６
つ
ま
み
細
工
が

塚日
ヨ恵
美
中
央む
Ｅ館
Ｊ
？ｔ
ｉで
晶

□
裁
縫
道
只
，
キ
ッ
ト
代
１，
０
０
０
Ｆ
Ｉ
～

１９
。　
　
０
カ
ラ
フ
ル
な
生
地
と
ハ
ワイ
ア
ン
ｌｔ
地
で
，日
常
使
い
で
き
る
／ｊ

．０
０
　Ｓ
や
タ
ペ
スト
リ
ー
な
ど
，ｔ
講１

１Ｅの
好
み
に
Ｊ芯
じ
て
制
作
し
て
い

き
ま
す
。

□
１
回
目
：
筆
Ｅ
ｊ
１，
定
規
，
雑
費
１
０
０
Ｐヨ
。
２
回
目
よ
り
ミ
シ
ン
，
裁

９
：
０
０
　
Ｓ
Ｓ
Ｉ
な
ど
が
必
Ｓ
に
な
り
ま
す
。
１
回
目
で
説
明
し
ま
す
。

○
洋
裁
本
付
録
の
Ｓ
Ｓ
を
使
つ
た
簡
単
な
洋
Ｓ
づ
く
り
で
す
。

□
１
回
目
：
筆
記
具
，
定
規
，
雑
費
１
０
０
Ｐ
∃ｏ
２
回
目
よ
り
ミ
シ
ン
，
裁

縫
Ｓ
ＪＩ
な
ど
が
必
Ｓ
に
な
り
ま
す
。１
回
目
で
説
明
し
ま
す
。

９
：
０
０
　
０
子
ど
も
Ｓ
を
き
む
衿
・
ＭＩ
イす
き
の
Ｓ
を
イ午
つ
た
ａ
験
の
あ
る
方

や
簡
単
な

ＪＩＲ
作
り
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
す
；ち
自］
け
の
講

座
で
す
。

□
筆
Ｅ
Ｊ
Ｉ
具
，
ハ
サ
ミ
，
定
規
，
メ
ジ
ャ
ー
（
予
苙
ｍ
），
目
打
ち
，
洗
ミ
ば

１
０
：
０
０
さ
み
（
２
４
１
）
，
木
工
ボ
ン
ド

○
小
物
や
バ
ッ
グ
な
ど
を
楽
し
く
制
作
し
ま
せ
ん
か
。

９
：
０
０
□
食
材
料
代
５
０
０
Ｐヨ
，
エ
プ
ロ
ン，
Ｅ
角
「わ

○
楽
し
い
栄
養
講
話
と
季
節
の
食
材
で
作
る
ラ
ン
チ
。
Ｍ
い
て
な

る
ほ
ど
，
食
べ
て
納
得
の
講
座
で
す
。

ロ
ギ
タ
ー
，
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
，
筆
Ｅ
１
１
具

１
９
：
０
０
　
０
き
懐
か
し
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
か
ら
最
新
の
Ｊ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ま
で
，
Ｓ
ｔ

て
歌
っ
て
楽
し
み
ま
し
よ
う
！

□
お
持
ち
の
浴
衣
，
着
物
，
帯
，
足
袋
，
腰
ひ
も
２
本
（
Ｘ
お
持
ち
で
な

１０
．　
　
い
方
は
羽
織，
コ
ー
ト，
私
服
で
も
ｉヨＩ
）

．０
０
　
ｎ
口
士
甃
９ｓ
／ｎ
荳
士
ね
た
扮
４

＝ｔ＝
ｆ

○
日
本
舞
踊
の
基
本
か
ら
教
え
ま
す
。
未
経
験
者
や
子
ど
も
も
大

欲
ｉ
ｌ
で
す
。
一
緒
に
楽
し
く
踊
り
ま
せ
ん
か
。

芝
原
いく
子
中
央
Ｑ
Ｅ
館
初口
６／
２
８
　
　
　
　
　
　

ロピ
ンセ
ット
，布
用ポ
ンド
，必
要な
材料
は初
回に
説明

回
　
　
　
　
　１４
：０
０
　０
最
９
ま
ｆＵＩ
単な
お
を
か
ら
搾
つ
て
い
き
ま
す
。自
む
の
・
き
な

第
４
日
曜
日
　
　
　
　
　
　布
で
チ
ャ
ー
ム
を
作
れ
る
よ
う
に
・
；ｌ
り
ま
しょ
う。

□
浴
衣
，
腰
紐
２
本
，
伊
達
締
め
，
コ
ー
リ
ン
ペ
ル
ト
（
お
持
ち
の
方
の

１７
着
付
けと
・・
リ
ガ
　
た原
いく
子
ｑ＝

１央
む
Ｒ
ｓ
　菊
之
　
１９
：３
０
鸚昌
‰
で着
れる
よう
に着
付け
をｌ
ｌえ
て，
各地
の盆
踊

り
を
楽
し
く
覚
え
ま
し
よ
う
。

‥
・
令
和
８
年
度
新
規
開
設
講
座

※
開
講
日
・
開
始
時
間
等
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
１

ス ポ ー ツ ・ ａ 動 ・ 健 康

１
８
飾
り
雛
が

１
９
陶
芸
が

２
０
ブ
ラ
お
お
さ
き
★

□
裁
縫
皿
，
手
芸
用
綿
花
，
ち
り
め
ん
キ
ッ
ト
購
入
（
８
０
０
～

脂
手
　
Ｘ７
≒’
　
夢
工
房
龍
宮
　
　初
回
６／
８
　
　
　
。
１

，５
００
Ｆヨ
程度
）

ｌ　
目し
ｕ
子
　
敦
　
室
　
　第
２
・４

ＪＥＩ
Ｓ
日
　
１０
‘０
０
０
古
来
より
伝
わ
る
飾
り
雛
で
縦
や
孫
の
無
病
息
ｇ１
を
祈
り，
ちり

め
ん
で
１
力
物
・Ｉ
Ｒ予
菜
・
花
を
作
り
ま
す
。

□
工
　
ロ
ン
，
小
さ
な
洗
面
器
，
タ
オ
ル
２
　
，
道
具
，
コ
ン
パ
ネ
　
４
５

龍
相
い
さ
子
夢
工
房
龍
宮

龍
皀
窯

中
央
Ｑ
Ｒ

清
ぽ
１
ま
則
館
・
屋
外
（
ま

ち
歩
き
）

初
口
６
／
　
　
　
　
　
　
　

ＣＩ
｀４
５°
（２
４タ
）・
Ｓ
ｔ
５０
０Ｐ
ヨ（
毎
回
），
鼈
薬
・窯
焼
代
５０
０Ｐ
ヨ

第１
．［？
日ぶ
日
　１
０：
００
（４
回）
○
・
も
料
ミ１
の
ひ
と
つ
で
す
。
自
作
の
器
で
料
ミ
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う

初回
６／
１
３
　
　ｕ
ｏ
ｏ
回
数
琵
史を
振り
返っ
て，
もっ
とも
っと
大崎
を好
きに

第
２
±
１
日
　
　
　
　
　
　な
っ
て
み
ま
せ
んか
。

２１
スで
‾ツ
ウエ
ルネ
ス　
ａＬ

」』は
る
み
中
央む
Ｅ
ｓ
　初
回
６／
１
１
　
　１３
３０
混
昌
雪
昌
昌
詰
な
１
７
ご
ち
之
－

吹
。
矢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｉ
２
木
１
日
　
　
　
　
　
　○
吹
き
矢
で
健
康
寿
命
を
Ｍ１
ば
し
ま
せ
んか
。

２
２
　
３
Ｂ
体
操
（
大
崎
）

２
３
　
３
Ｂ
体
操
（
野
方
）

２
４
ス
ト
レ
ッ
チ
ａ
ヨ
ガ

柳
原
タ
ミ
子
中
央
ぬ
Ｒ
館

堀
之
内
美
紀
野 活 セ

方
地
区
性
化
ン
タ
ー

新
村
裕
子

ｑ＝
１
央
Ｑ
Ｒ
館

加
ロ
６／
３
　
　
　
　
　
　ロ
動
き
や
す
い
Ｓ
装
，タ
オ
ル
，上
・
き
（シ
ュ
ー
ズ）

回
　
　
　
　
　
１９
：３
Ｏ
　Ｏ
３
Ｂ４
１１
でリ
フ
レ
ッシ
ュ！
！音
楽
に
き
わ
せ
て
行
う
自
棄
ｔ本

巣１
・３
水
ぽ
日
　
　
　
　
　操
で
す。
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
すよ
。

初
回
６
／
２

第
１
・
３
火
曜
日

ロ
タ
オ
ル

１
９
：
３
０
□
か
ら
だ
を
動
か
し
や
す
い
服
装
，
バ
ス
タ
オ
ル
か
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

○
年
齢
や
体
力
に
応
じ
て
，
無
理
な
く
始
め
ら
れ
る
ヨ
ガ
で
心
身
と

も
に
，
健
康
な
か
ら
だ
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
よ
う
。

□
ミ
動
の
で
き
る
服
装

２５
大
崎介
護
予
防
太
極
拳
Ｊ

ＩＩＯ
Ｓ
ク、

４＝１
央Ｑ
Ｒ
Ｓ　
ぷ
温
ヨ
１
９＝
ｏｏ
ｍ
ｍ
Ｊ

ん
で
い
ま
す
。
一
度
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

２６
詣
な
櫑
燃
）

２
７
弓
道

ロ
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
又
は
バ
ス
タ
オ
ル
，
５
本
指
ソ
ッ
ク
ス，
フ
ェ
イ
ス
タ
オ

遠
矢
涼
子

４１央
Ｑ
Ｒ館
丿
緊
ぶ日

１０
：０
０
さ
自分
の手
でや
さし
く触
れて
き身
をゆ
るめ
，簡
単な
ポー
ズ

と
呼
吸
で
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

益
満
宏
美
大 弓
崎
　
　
　
　
　口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
飲
み
物
，タ
オ
ル
，ｇ
袋（
な
い
場
合
は
靴
下）
，ａ
ｊｌ
貸
ｉ
あ
り

，・
ｌ
　
　ｇ
回
８／
５
　
　
１９
：０
０
り
素れ
）

き
場
　
毎
Ｓ
水
１
日
　
　
　
　
　０
６
道
仲
間
を
募
集
中。
未
経
験
者
も
大
歓
迎
です
。

ロ
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
，
ヨ
ガ
プ
ロ
ッ
ク
２
個
，
バ
ス
タ
オ
ル
又
は
ブ
ラ
ン
ケ
ッ

２８
季節
ごと
の心
身を
整
　
　美
　
　
　
　
　

Ａ
　
　
　
　
初回
６／
２
　
　
　
　
　
　

な季
節に
よる
私達
の心
身の
変化
を感
じ取
り，自
分に
とっ

え
る
ヨ
ガ
と
呼
吸
法
　
森
口Ｊ
　
９
子
中
央
゛
Ｒ
Ｓ
第
１・
３
大
Ｗ
日
　
１０
１０
０
で
丁
度
いい
加
減
”を
見
つ
けな
がら
セ
ル
フケ
アす
るヨ
ガを

し
ま
す
。
自
分
自
身
に
向
き
合
い
，
Ｓ
え
る
宍
りＪ
な
時
間
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

２
９
卓
球

福
永
清
春
大
崎
町

総
合
体
育
館

３０
ｇま
的回
遊の
歴史
と
縦
え
ａ
木
中
央Ｑ
Ｒｓ

３１
９
康
テニ
ス（
東
武
）・
　粢
　ＬｊＪ
ｓ
則
幄
＝
ご

★
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ー
ト

‥
・
令
和
８
年
度
新
大ｌ
開
設
講
座

初
回
６
／
６

土
曜
日

（
不
定
期
）

初
回
６
／
５

毎
ａ
金
ほ
日

１
３
：
３
０

１
８
：
３
０

□
運
動
で
き
る
Ｓ
，
シ
ュ
ー
ズ
，
ラ
ケ
ッ
ト
（
な
い
方
は
５
本
程
，
貸
ｉ

で
き
ま
す
），
タ
オ
ル
，
飲
み
物

○
経
験
や
年
齢
を
問
わ
ず
，
初
め
て
の
方
も
安
心
し
て
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
，
心
も
体
も
い
き
い
き
と
。
こ
の
機
会
に

卓
球
で
新
し
い
一
歩
を
踏
み
ｉ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
服
装
自
由
，
負
担
台
な
し

○
島
津
藩
ｊき
祥
の
，
き
ｌ
で
も
珍
し
い
ま
っ
て
射
る
ミ
ニ
ら
ｌ
ｌ
で

す
。
小
さ
な
ら
・
矢
で
的
を
狙
う
郷
土
の
琶
。史
あ
る
競
技
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

昌
螽

１３
：０
０　
四
に
大
八
。

※
開
講
日
・
開
始
時
間
等
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

ｌ
ｓ
ｓ
㎜
■
回
＝
ｓ
回
＝
回
。
回
四
．
ｓ
．
●
〃
回
回
㎜
ｓ
ｓ
＝
回
回
＝
回
回
㎜
ｓ
ｓ
＝
自
回
＝
四
回
＝
ｓ
ｓ
㎜
ｓ
ｓ
＝
回
回
＝
回
－
四
回
回
＝
ｓ
ｓ
＝
回
回
＝
回
－
＝
回
回
㎜
ｓ
・
＝
ｓ
ｓ
＝
回
回
＝

ｉ
　
　
　
　゙

ｌ囑
‘Ｗ
　
　
　
　
　
２
０
２
６
生
涯
学
習
講
座
受
講
串
込
書

：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　フ
リ
ガ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　Ｘ
Ｏ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

！
　
　
　
ａ
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　Ｗ
？
・毎
の１
５簿
を作
成す
るの
に・
話番
ｇを
表２
して
よろ
しい
で

ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　）
同意
（
　
　）］
Ｆ回
意

：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
　
　
　
　
‾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（イ
）
■
講
き
は

｜
　
　
　
　
住
　
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
）大
人
（
　
）
小
人

：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｘ
記
載
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は，
ｌｉ
簿
作
成
ａ
び
連
絡
の
み
に
使
・
しま
す。

！
　
　
　
・
ａ

ｉこ
ｇ
　
　
　
　
－
　
　
　
－

ｉ ｉ
　
　
　
講
・
　
４
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　講
座
　
　
　
　
　
　
　
　
　講
座

Ｉ



【
受
講
料
】 ｊｌ。

， ●

い

／ ｌ
ｓ
ｚ

ら
４
Ｖ

４

ご

こ
「
‾

Ｗ
Ｊ

゛ｙ
ｇ
　
　
　
Ｊ

ｊ
ｊ

”

一

一
心
一

“ｙ

Ｉ

リ

£
ン

乙

【
申
Ｍｓ
先
】

大
崎
ｍＴ
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
畧
　
（
中
央
公
民
館
ｒち
ｌ）

ＩＥ
Ｌ（
０９
９）
－４
７６
－１
１１
１
（
「ち
線
４
２
１
　・　
４２
２
」
　
ＦＡ
Ｘ
（
０９
９
卜
４７
６－
０５
４８

１
野
方
支
所
で
も
，
受
講
申
込
が
で
き
ま
す
。

匹
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

【
申
｀・逼
み
期
Ｒ
】

や
手
口
８
年
５

Ｊミ
１
１
４
日
（
木
）

【
問
合
せ
先
】

大
崎
ぞ
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

ＩＥ
Ｌ
（
０９
９）
４７
６
－
１１
１１

（「
力
線
４
２
Ｄ

担
当
者
／
相
ｍ
・
救
仁
郷

【
連
絡
事
項
】

① ② ③ ④

参
加
申
え
ＱＲ
コ
ー
ド

囗
゛
　
　
ｒ
ｒ
－

Ｘ

丶

開
講
式
は
，
各
講
座
の
１
回
目
に
開
催
し
ま
す
。

開
講
日
に
つ
い
て
は
，
直
接
申
５と
者
に
ｌ！
知
い
た
し
ま
す
。

受
講
生
は
，
必
ず
開
講
式
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

複
数
の
講
座
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
，
申
５と
書
を
コ
ピ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。

【
や
っ
て
み
た
い
を
ｌ
集
】

今
回
，
募
集
し
て
い
る
講
座
一
覧
に
な
い
が
，
こ
ん
な
こ
と
に
興
味
が
あ
る
，
こ
ん
な

こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
な
ど
の
ご
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ダ

講
師
等
の
調
整
が
で
き
れ
ば
，
講
座
生
の
募
集
を
行
い
，
そ
講
生
が
５
名
な
上
集
ま
れ

ば
開
催
で
き
ま
す
。
是
非
，
社
会
教
育
散
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
・
人
権
の
こ
と
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
・

○
晉
ね
７
年
度
人
権
標
語
最
後
ヲ
む作
ａ

大
崎
ゆ
学
校
１
年
生
の
部
　
中
村
　
陽
那
ア
Ｊ
さ
ん

・　
ｒ
大丈
夫
７．
１
こ
の
一
言
で
　
暗
い
む
に
光
が
入
る

大
崎
中
学
校
２
年
生
．
の
部
　
古
祠
　
生
ム望
．
さ
ん

・　
ｒ
行
っ
て
き
ま
す
ｊ

大
事
な
大
の
ｒ
た
だ
い
ま
．１
を
待
っ
て
い
る
　
ま
た
一
緒
に
過
ご
せ
る
あ
の
日
４
を

大
崎
中
学
校
３
年
生
の
郤
　
草
原
　
幸
芽
さ
ん

・　
見
て
る
だ
け
　
そ
れ
じ
ゃ
何
も
変
わ
ら
な
い
　
行
動
し
よ
う
今
す
ぐ
に

／
　
’
｀
－

「
生
涯
学
習
」
と
は
，
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
な
ん
で
も
」
自
分
が
し
た
い
と

℡
，つ
た
と
き
に
し
た
い
形
で
学
び
，
よ
り
豊
か
で
，
よ
り
人
間
的
な
「
自
分
」
へ
自
己
変
革
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
ま
た
，
学
ぶ
こ
と
で
人
と
の
も
会
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
生
涯
学
習
の
縁
」

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
よ
う
な
「
Ｒ
も
の
縁
」
で
あ
り
，
圭
き
が
い
学
習
が
生
み
皀
す
「
回

学
の
縁
」
で
あ
リ
，
趣
味
の
活
動
を
族
有
す
る
「
回
好
の
縁
」
で
す
。
新
し
い
縁
で
交
流
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

１
人
１
講
座
に
つ
き
　
大
人
（
高
校
生
収
上
）
１
，０
０
０
　Ｐ
ヨ
　
　
小
人
（
キ
学
生
區
下
）
２
００

ＦＩ
ヨ

受
講
料
は
，
１
回
目
の
講
座
の
開
講
時
に
徴
収
し
ま
す
。

開
講
ま
串
で
中
止
と
な
っ
た
場
合
は
，
受
講
料
の
返
金
は
し
ま
せ
ん
。

【
串
込
方
法
】

①
　
裏
ぼ
の
「
そ
講
中
兔
書
」
に
必
要
事
項
を
笆
入
の
う
え
，
社
会
教
育
散
ま
た
は
野
方
支
所
へ

提
ｉ

［Ｆ
Ａ
ｘ
　ｉ］
‘）
い
た
だ
く
か
，
ＱＲ
コ
ー
ド
（
右
ペ
ー
ジ
）
か
ら
お
中
ふ
み
く
だ
さ
い
。

②
　
１
人
で
何
講
ま
で
も
そ
講
で
き
ま
す
が
，
開
講
日
が
：目
１
複
し
な
い
よ
う
に
ご
確
Ｓ
く
だ
さ
い
。

③
　
開
講
回
数
は
，
年
間
１
０
回
な
下
で
す
。

④
　
教
材
費
な
ど
の
あ
要
経
費
は
，
そ
講
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

⑤
　
受
講
生
が
５
名
區
下
の
場
合
は
，
開
講
で
き
な
い
４
合
が
あ
り
ま
す
。

⑥
　
戛
講
ま
た
は
キ
止
等
に
つ
い
て
は
，
直
接
中
犯
者
に
ｌｌ
知
し
ま
す
。

鶚
猟
ま
座
は
裏
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



 

税務課からのお知らせ 

 

 

 

 

 

 

１．申請できる期限 

　　　　令和８年６月１日（月）まで（期日厳守） 

※　申請期限後の受付はできませんので十分ご注意の上，早めの申請をお願いいたします。ま

た，一度減免が決定された方は申請の必要はありません。ただし，乗換えや名義変更等があ

った場合は，再度申請が必要です。 

 

２．受付場所 

　　　　大崎町役場　税務課　町民税係 

 

３．減免対象の範囲 

 

身体障がい者等本人名義（知的障がい者の方、精神障がい者の方、年齢 18 歳未満の身体障

がい者の方は生計を一にする者の名義でもよい。）の軽自動車等であって、身体障がい者本人

や、身体障がい者等の通院・通学・通所・生業のために当該身体障がい者等と生計を一にす

る方が運転する車。または、単身で生活する身体障がい者等を常時介護する方が運転する車

であること。 

　　 

※　障がいの程度によっては減免が出来ない場合がありますので，あらかじめご相談下さい。 

 

４．減免申請に必要な書類等 

 

　　本人運転の場合 

（１）納税通知書　または　納付書 

（２）運転免許証　または　マイナ免許証（本人のもの，介添え運転の場合は介添え者のもの） 

（３）身体障がい者手帳，戦傷病者手帳，療育手帳，精神障がい者保健福祉手帳のいずれか 

（４）車両検査証 

 

　　　生計同一者運転の場合 

上記（１）～（４）までの書類に加え、以下のものが必要です。 

（５）通院の場合……通院証明書（病院発行） 

通学の場合……通学証明書（学校発行） 

通所の場合……通所証明書（施設発行） 

生業の場合……通勤証明書（事業所発行） 

 

裏面もご覧ください 

身体障がい者等の軽自動車税の 

減免申請手続きについて 

回覧



常時介護者運転の場合 

（１）～（５）までの書類に加え、以下のものが必要です。 

（６）自動車運行計画書（週３日以上の通院等） 

（７）誓約書 

 

５．その他 

　・減免される車は一人一台に限られていますので，自動車税（普通車）を減免される人は，軽自動

車税の減免は受けられません。 

　・各種様式（通院、通学、通所、生業、運行計画書、誓約書）は税務課にございます。 

　・「身体障がい者等と生計を一にする者」とは、身体障がい者と日常生活の家計を共通にし、扶養 

しているなど、共同の生活を営んでいる者のことをいう。 

　・「身体障がい者等を常時介護する者」とは、当該身体障がい者等が所有する自動車を継続的（少 

なくとも１年以上の間）かつ日常的に（少なくとも週３日程度以上）当該身体障がい者のために 

運転している（又はする見込みのある）者のことをいう。 

 

■ご不明な点がありましたら税務課　町民税係へお問い合わせください。 

《お問い合わせ先》 
大崎町役場 税務課 町民税係 

℡099－476－1111（内線 114） 
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パスポー ト， 海外旅行保険

・ＩＨｆ在住等の中学３年生

・ＦＥｉｒｍ身の高校生

・回Ｊ｀在住の一般
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淤大学！１１について，本Ｉ業の歔ＩＪｎは対象外です。

３　選き方法 書類審査 （申ＭＪ翊迴もの作：攵含む） ，・接

４ｉ接日時令１０８年５Ｊｉｌ　１３　日（水） １８ 時３０分から
［ｊａ所 ：大崎１日］‘・＝ｐ央なＪｉ館）

５　 串込方法

参加希・者は，カｌ臍Ｊ‘教育｀黶戮傴 社会教育Ｓに備Ｍ’けの参加申ふ書に， 必要事項をＥ入の上， 作：攵
（４００ 字原稿ＪＩ紙２枚局，上） ｊＭ場ａ係書類等 ［学校ＪＩの承ａ目］が必ｌ） を添えて，社勿慰瓶課へ持参して
ください。　 〔関係窗ｌは 「大筒ｌｌｌ」‘ホームページ」からもダウンロードできます。〕

６　 串ｉ鴣ｌ■令肖１８年５Ｊｉ１ ７日 （木）ＸＩＲＳｇ

７　間合せ先 大崎回］‘教育∃ＩＲ台社会教育ａｌ社会教育係
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×１　参加申３ム書は社会教育課にございます。詳しく はお問い合わせください。

８


